









































































































































































































































































































































































































































	表 紙
	本版で改訂された主な箇所
	はじめに
	第1章 概 説
	1.1 機能一覧

	第2章 プログラム・カウンタ (PC)
	2.1 プログラム・カウンタの構成
	2.2 プログラム・カウンタの動作
	2.2.1 リセット時
	2.2.2 分岐命令 (BR) 実行時
	2.2.3 サブルーチン・コール命令 (CALL) 実行時
	2.2.4 リターン命令 (RET，RETSK，RETI) 実行時
	2.2.5 テーブル参照命令 (MOVT) 実行時
	2.2.6 スキップ命令 (SKE，SKGE，SKLT，SKNE，SKT，SKF) 実行時
	2.2.7 割り込み受け付け時


	第3章 プログラム・メモリ (ROM)
	3.1 プログラム・メモリの構成
	3.2 プログラム・メモリの使い方
	3.2.1 プログラムの格納
	3.2.2 テーブル参照


	第4章 データ・メモリ (RAM)
	4.1 データ・メモリの構成
	4.1.1 システム・レジスタの構成
	4.1.2 データ・バッファ (DBF)
	4.1.3 ジェネラル・レジスタ
	4.1.4 ポート・レジスタ


	第5章 スタック
	5.1 スタックの構成
	5.2 スタックの機能
	5.3 アドレス・スタック・レジスタ
	5.4 割り込みスタック・レジスタ
	5.5 スタック・ポインタ (SP) と割り込みスタック・レジスタ
	5.6 サブルーチン命令，テーブル参照命令，割り込み実行時のスタック動作
	5.6.1 サブルーチン・コール命令 （CALL命令） とリターン命令 （RET，RETSK命令）
	5.6.2 テーブル参照命令 （MOVT DBF，@AR命令）
	5.6.3 割り込み受け付け時とリターン命令 （RETI命令）

	5.7 スタックのネスティング・レベルとPUSH命令およびPOP命令

	第6章 システム・レジスタ (SYSREG)
	6.1 システム・レジスタの構成
	6.2 アドレス・レジスタ (AR)
	6.2.1 アドレス・レジスタの構成
	6.2.2 アドレス・レジスタの機能

	6.3 ウインドウ・レジスタ (WR)
	6.3.1 ウインドウ・レジスタの構成
	6.3.2 ウインドウ・レジスタの機能

	6.4 バンク・レジスタ (BANK)
	6.5 インデクス・レジスタ (IX)
	6.5.1 インデクス・レジスタとデータ・メモリ・ロウ・アドレス・ポインタの機能
	6.5.2 MPE=0，IXE=0のとき （データ・メモリ修飾なし）
	6.5.3 MPE=1，IXE=0のとき （ななめ間接転送）
	6.5.4 MPE=0，IXE=1のとき （データ・メモリ・アドレス・インデクス修飾）

	6.6 ジェネラル・レジスタ・ポインタ (RP)
	6.6.1 ジェネラル・レジスタ・ポインタの構成
	6.6.2 ジェネラル・レジスタ・ポインタの機能

	6.7 プログラム・ステータス・ワード (PSWORD)
	6.7.1 プログラム・ステータス・ワードの構成
	6.7.2 プログラム・ステータス・ワードの機能
	6.7.3 インデクス・イネーブル・フラグ (IXE)
	6.7.4 ゼロ・フラグ (Z) とコンペア・フラグ (CMP)
	6.7.5 キャリー・フラグ (CY)
	6.7.6 バイナリ・コーデッド・デシマル・フラグ (BCD)
	6.7.7 算術演算時の注意

	6.8 システム・レジスタ使用時の注意
	6.8.1 システム・レジスタの予約語
	6.8.2 “0” に固定されているシステム・レジスタの取り扱い


	第7章 ジェネラル・レジスタ (GR)
	7.1 ジェネラル・レジスタの構成
	7.2 ジェネラル・レジスタの機能

	第8章 レジスタ・ファイル (RF) 
	8.1 レジスタ・ファイルの構成
	8.1.1 レジスタ・ファイルの構成
	8.1.2 レジスタ・ファイルとデータ・メモリ

	8.2 レジスタ・ファイルの機能
	8.2.1 レジスタ・ファイルの機能
	8.2.2 コントロール・レジスタの機能
	8.2.3 レジスタ・ファイルの操作命令

	8.3 コントロール・レジスタ
	8.4 レジスタ・ファイル使用時の注意
	8.4.1 コントロール・レジスタ （読み出し専用および未使用レジスタ） 操作時の注意
	8.4.2 レジスタ・ファイルのシンボル定義と予約語


	第9章 データ・バッファ (DBF)
	9.1 データ・バッファの構成
	9.2 データ・バッファの機能
	9.2.1 データ・バッファと周辺ハードウエア
	9.2.2 周辺ハードウエアとのデータ転送
	9.2.3 テーブル参照


	第10章 演算論理ユニット (ALU)
	10.1 ALUブロックの構成
	10.2 ALUブロックの機能
	10.2.1 ALUの機能
	10.2.2 一時記憶レジスタAおよびBの機能
	10.2.3 ステータス・フリップフロップの機能
	10.2.4 2進4ビット演算
	10.2.5 BCD演算
	10.2.6 ALUブロック処理手順

	10.3 算術演算 （2進4ビット加減算およびBCD加減算）
	10.3.1 CMPフラグ=0，BCDフラグ=0のときの加減算
	10.3.2 CMPフラグ=1，BCDフラグ=0のときの加減算
	10.3.3 CMPフラグ=0，BCDフラグ=1のときの加減算
	10.3.4 CMPフラグ=1，BCDフラグ=1のときの加減算
	10.3.5 算術演算使用時の注意

	10.4 論理演算
	10.5 ビット判断
	10.5.1 Trueビット (1) 判断
	10.5.2 Falseビット (0) 判断

	10.6 比較判断
	10.6.1 “等しい”の判断
	10.6.2 “等しくない”の判断
	10.6.3 “以上”の判断
	10.6.4 “未満”の判断

	10.7 回転処理
	10.7.1 右回転処理
	10.7.2 左回転処理


	第11章 割り込み機能
	11.1 割り込み制御回路の構成
	11.1.1 割り込み制御 （EI，DI)
	11.1.2 割り込み許可フラグ (IPXXX）
	11.1.3 割り込み要求フラグ (IRQXXX）

	11.2 割り込みシーケンス
	11.2.1 割り込みの受け付け
	11.2.2 割り込みルーチンからの復帰


	第12章 スタンバイ機能
	12.1 機能概要
	12.2 STOPモードの設定と解除
	12.2.1 STOPモードの設定
	12.2.2 STOPモード解除時の動作

	12.3 HALTモードの設定と解除
	12.3.1 HALTモードの設定
	12.3.2 HALTモード解除時の動作


	第13章 リセット機能
	13.1 RESET＃端子によるリセット
	13.2 ウォッチドッグ機能 （WDOUT＃出力）
	13.2.1 ウォッチドッグ・タイマによるリセット （RESET＃端子とWDOUT＃端子を接続）
	13.2.2 スタック・ポインタによるリセット （RESET＃端子とWDOUT＃端子を接続）

	13.3 低電圧検出回路 （RESET＃端子とWDOUT＃端子を接続）
	13.4 INT端子およびRESET＃端子の使用上の注意

	第14章 ワン・タイムPROMの書き込みとベリファイ
	14.1 マスクROM製品とワン・タイムPROM製品との違い
	14.2 プログラム・メモリ書き込み／ベリファイ時の動作モード
	14.3 プログラム・メモリ書き込み手順
	14.4 プログラム・メモリ読み出し手順

	第15章 命令セット
	15.1 命令セット概要
	15.2 凡 例
	15.3 命令セット一覧
	15.4 アセンブラ (RA17K) 組み込みマクロ命令
	15.5 命令の個別説明
	15.5.1 加算命令
	15.5.2 減算命令
	15.5.3 論理演算命令
	15.5.4 判断命令
	15.5.5 比較命令
	15.5.6 回転命令
	15.5.7 転送命令
	15.5.8 分岐命令
	15.5.9 サブルーチン命令
	15.5.10 割り込み命令
	15.5.11 その他の命令


	付録A 開発ツール
	A.1 ハードウエア一覧 
	A.2 ソフトウエア一覧
	A.3 PROMプログラマ

	付録B マスクROMの発注方法
	付録C 命令索引
	C.1 命令索引 （機能別）
	C.2 命令索引 （アルファベット順）

	付録D 改版履歴

